
中部産業連盟主催

ものづくり　　IT ブリッジ⌒
人材育成プログラム[第6期 ]

202ӿ年10月 6日ӡ月Ӣ 開講 202Ԁ年2月ま֦
定員：１0名

全ԁ回

ものづくり × デジタؠ　➡　待った֩し【

ものづくり企業の経営֧現場最前線の橋渡しժ؟؋ッジիの役割を担う
IT・データ活ዿ֪強い人材を育成・専門性向上を目指す،ロ؞ץム 始動【

情報の؊ィード
バッפ ・ 改善

データの
取得 ・ 蓄積

新たな挑戦の
リソース創出

AI

BD IoT

大規模データの
処理 ・ 分析
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・ׁ֤֭く׉⌒Ԕԣ׭׸؟؋
  人材像֭理解
・生産工程֭把握զ鳥֭目է編
・模擬י؞ンב使֢֞改善演習

・Ԕԣ技術ؠ؊ב活ዿす׊着眼
活ዿ֭実際״ー׼・
・現場֭把握զ虫֭目է編
  (人・設備・品質)

活ዿ最前線֭ؠ״׭׼・
  現場見学
׊活ዿ֪։け״ー׼・
  運ዿ課題ワー׬פョ׸،

・最新物流倉庫֪学ぶ
・自社֭物流ӹԢC֭
  問題֭考察
・ԟԡԞGԡAMӻ~３֭振׉返׉

・定型業務改善֪即効
　զԡԟAէב体験的֪学ぶ
・AԔՒ׾כ؞פサービ֭׮
　最前線֊׈自社֭間接業務
　改善֭糸口ב探׊զ魚֭目է編

・情報װキュט׻؟Ւ投資回収Ւ
　،ロ׽פל׭管理֦בפ׮؟
　低減しՒؕ׮ー֩ׯԟԕ推進ב
　実現す׊զ心֭目է編
・実行計画֭立案

人材֧֮׭׸؟؋ ・
・ 時代֭潮流へ֭対応
・ 求׊׋׈׀技術ӹ׮キؠ

・ 現場管理֧֮
・ 製造現場֭ؕ׵
・ 稼働分析

活ዿ֭重要性֧注意点֭״ー׼ ・
・ 現場管理֧Ԕԣ活動

・ ժ演習ի業務改善ב体感し֥׊־
・ 自社業務֦活ዿし֞場合֭
　 運ዿ֧期待効果

・ Ԕԣ投資֭評価方法
・ Ԕԣ投資効果֭確認方法
・ ժ個人ワーפի定着度確認

・ 製造現場֭改善֪։け׊時間分析
・ 設備改善Ւ生産活動֪։け׊ロ׮
・ 工程分析֧改善

・ 見え׊化技術
・ 管理面֭自動化 ・ ԟԡԞGԡAMӻ，Ӽ֭講義内容ב

   踏ֽえ֥明確化し֞自社֭
   課題･方向性֭共有
・ 事前֪設定し֞見学֭着眼点Ւ
   注意点֪֣い֥֭感想Ւ質疑
・ 運ዿ面֦֭課題検討

・ AԔ֭実際֧課題
・ 実例֊׈学ぶAԔ活ዿ֭コ׹
(،ロン،ם･׽ン׭ニ؟חン֨֩ץ)
最前線֭׮サービ׾כ؞פ ・

・ 物流ӹサ،ל׶י؞ーン֭
   諸問題֪בؠ״׭׼
   如何֪活֊す֊

ׁ֤֭く׉現場֭視点֦必要֩
情報ב認識す׊こ֧֋֦֌֞

・ 設備総合効率֧見え׊化

っ研修֭特徴つ
　将来֭成長֋強く見込ֽ׋Ւ雇ዿ創出へ֭貢献֋期待さ֥׋い׊Ԕԣ・׼ー״分野֦
　実৿בዿい֞演習や企業訪問֩֨ב通し֥Ւׁ֤֭׊ׇ֪ؠ״׭׼く֭׉効率化ב
  現地現物֦学ぶこ֧֋֦֌ֽすՓ

っ目指す姿つ
　Ԕԣ・׼ーב״中心֧し֞分野֪։け׊技術や手法等ב活ዿし֥Ւ
　業務上֭課題֭発見֧解決؟בー׾す׊＋後進育成ׁ֪貢献֦֌׊人材ב目指しֽす
　個֭ؠ״׭׼力 × 他者ב巻֌込־成果ב刈׉取ؓ׊ネؖ׭ン׽力

PROGRAM

Mon. Mon. Mon.Mon.Mon.Mon.

❶ オリエンテーション ❶ IT技術の歴史と技術革新 ❶ ＲＰＡの実際❶❷ 物流面でのデジタル

　　 利活用を最前線の

　　 現場で確認

❶❷ デジタル活用現場見学

　　＠先進ものづくり企業

❶ IoT導入にかかる

　情報セキュリティ

❷ 生産工程の把握 ❷ データの活用 ❷ ＲＰＡを使ってみる ❷ 費用対効果の検証

▼演習

▼報告会

❸ 改善の着眼点

❸ 人の生産性

❸❹ ワークショップ ❸❹ 業務改善に貢献する

　　 最新デジタル技術の紹介

❸ ワークショップ

❹ 設備の自動化・保全

・ 産業革命֭歴史֧Ԕԣ
・ Ԕoԣ֭基盤技術
・ 人工知能AԔ֭基礎技術 ・ 会社概要紹介

・ 現場֦֭稼働状況把握׹ー֭ؠ
   説明
・ 経営者֭考え方֧現場へ֭展開

・ 情報װキュ֭ט׻؟現状֧課題
・ 被害事例֊֭׈考察

・ ԡԟA֭有効性
・ 業務改善֭ؒיン׽
・ ԡԟA活ዿ事例・ 事前֪明確化し֞

   自社֭物流問題ב踏ֽえ֥
   見学Ւ質疑

PROGRAM

模擬י؞ン演習֮手ב動֊し֩֋׈
し֢֊׉考え׊こ֧֋֦֌֥Ւ
理解֋深ֽ֢֞

難しい֧こׁ׌あ֢֞֋Ւ動画֩֨
֟ג多ዿし֞講義֦理解֋進ב
具体例֋豊富֦わ֊׉やすくՒ
実際֪活ዿ֦֌そう֩׹ーבؠ
紹介し֥頂け֞

実際֪活ዿ֦֌そう֩׹ーבؠ
紹介し֥頂け֞
事例紹介֋多くׇくわ֊֢֞

ԡԟA֪֣い֥抱い֥い֞
具体化֦֌֞׉֋講義ׇ֪׭ーؖי
早速社内֭業務֪適ዿし֥
改善し֞い

情報װキュ֣֪ט׻؟い֥֮
専門֦֮֩い֋ؠ״׭׼化֭中֦
避け֥֮通֩׋い問題֧֟わ֊֢֞

事例ׁ多くわ֊׉やす֊֢֞

⌒
⌒

日
程

内　　容

受
講
者
の
声

テ 

ー 

マ

・ 問題点֭洗い出し
・ 改善֭実践
・ 改善案ֽ֧֭׀

❹ 模擬ラインの改善【演習】

・ 検査֭自動化
目指し֞改善ב工場׽ーؓ׮ ・

❺ 品質の管理･保証 ב改善׊ׇ֪ؠ״׭׼ ・
   実践す׊こ֧ב想定し֞
ーؓ選定׻   

❹ ここまでの振り返り

❸ リスクを回避する

　 プロジェクト管理

・ 要求仕様֧৿能整理

❹ 事前課題発表とアドバイス

・ 改善֭׸׻׮،確認
・ 企画書ӡ改善׬ー׽Ӣֽ֪֧֞׀
　 計画ב発表Ւコンサ״ؠン׽֋助言

PROGRAM PROGRAM PROGRAM PROGRAM PROGRAM

実践報告会
(Ӽヶ月間֭実践成果報告)

2026.2.16(Mon.)
変革　AtoZ֭׉くׁ֤֭׊ׇ֪ؠ״׭׼ ロ׮פ׸ט׻׮׭

サ،ל׶י؞ーン֭ؠ״׭׼化 最新技術ׇ֪׊間接業務変革 ׽פל׭考え֞،ロב対応פ׮؟
全体統括／実行計画֭立案

っ企業向けつ厚生労働省֭教育訓練支援制度等֧֭連携
人材開発支援助成金֭支給

ԡe 従業員֪受講させ֞場合Ւב講座ؠキ׮ 令和 Ӿ 年度֊׈ ӿ 年間֮Ւ
人へ֭投資促進コー֪׮։い֥訓練経費や訓練期間中֭賃金֭一部֪
֣い֥Ւ 通常ׇׁ׉高い助成率 ・ 助成額֦助成金֋受けֽ׋׈すՓ

助成率 ӹ 助成額

経費助成　 ：
賃金助成　 ：

ԁӿ％
ԃԀӺ 円

中小企業
ԀӺ％

ӾԂӺ 円ӹӻ 人 ӻ 時間あ֞׉

大企業
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７
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ものづくり　　IT ブリッジ人材とは⌒

⌒ ⌒ ⌒ ⌒ ⌒

⌒ ⌒ ⌒⌒ ⌒ ⌒



〒461-8580 名古屋市東区白壁 3-12-13

一般社団法人 中部産業連盟　生産・業務革新推進部　浦野

TEL：052-931-9825　Email：jms@chusanren.or.jp

自社ׁ֤֭֭く֭׉諸問題や課題ӡ足元֭ԠԍԎ等֪֊֊わ׊焦眉ׁ֭֭֊׈Ւ未来֭価値創造֪向֞֐革新的ׁ֭֩
ֽ֦ӢבՒ׭׼タ֭ؠ力֦解決・達成֘׊使命ב背負っ֞人材֪։薦׀しֽ֘Փ年齢Ւ階層֮問いֽ֚גՓ

▶　い֙９ׁ׋：㕳㕰～㕱㕶：㕳㕰開催

中部産業連盟Hԟֽ֮֞右記Ԡԡコーؐ׉ׇ׾ーム؏ー׭申込؊ォーム֪פחセ׮い֞֟֌Ւ
必要事項֓ב記入֭上Ւ։申し込־く֟֔いՓ

全ԁ回

中 産 連 会 員 ：Ӽ㕵Ӻ,ӺӺӺ円ӡ税込Ӽ㕷㕵,ӺӺӺ円Ӣ　　中産連会員外：Ӽ㕷Ӻ,ӺӺӺ円ӡ税込Ӽ９㕷,ӺӺӺ円Ӣ

ׁ֤֭く׉     IT؟؋ッ׭人材育成،ロ؞ץム

受講い֞֟֌֞い方

受講料

申し込־方法

PROGRAMPROGRAM 変革　AtoZ Ғ／生産工程֭把握զ鳥֭目է編֭׉くׁ֤֭׊ׇ֪ؠタ׭׼

変革　AtoZ ғ／現場֭把握զ虫֭目է編ӡ人・設備・品質Ӣ֭׉くׁ֤֭׊ׇ֪ؠタ׭׼

活ዿ最前線֭現場見学ؠタ׭׼／変革　AtoZ Ҕ֭׉くׁ֤֭׊ׇ֪ؠタ׭׼

ロט׻׮׭ッ׮פ(工場内運搬Ւ出荷Ւ物流֩֨)／サ،י؞チלーン֭׭׼タؠ化

最新技術(ԡԟAՒAIՒ׾כ؞פサービ׮)ׇ֪׊間接業務変革

全体統括／実行計画֭立案׽פל׭考え֞،ロב対応פ׮؟

ӼӺӼӿ年ӻӺ月Ԁ日ӡ月Ӣ　　会場：中産連ビؠ研修室

ӼӺӼ㕵年ӻӺ月Ӽ㕰日ӡ月Ӣ　　会場：中産連ビؠ研修室

ӼӺӼ㕵年ӻӻ月ӻ㕰日ӡ月Ӣ　　会場：先進ׁ֤֭く׉企業様ӡ現場訪問Ӣ

ӼӺӼ㕵年㕱㕲月㕱日ӡ月Ӣ　　会場：先進物流企業様ӡ現場訪問Ӣ／近隣会場

ӼӺӼ㕵年ӻӼ月㕲㕲日ӡ月Ӣ　　会場：中産連ビؠ研修室

ӼӺӼ㕶年ӻ月㕱９日ӡ月Ӣ　　会場：中産連ビؠ研修室

PROGRAMPROGRAM

PROGRAMPROGRAM

PROGRAMPROGRAM

PROGRAMPROGRAM

PROGRAMPROGRAM

主　催

中産連コンサؠタン׽陣֋Ւ
具体的֩現実問題֪

؊ォーカ׮し֥寄׉添いՒ֓助言しՒ
総力ב上֑֥受講者並び֪所属企業様ב

֓支援しֽ֘Փ

⌒

実践報告会
ӼӺӼ㕶年Ӽ月㕱㕶日ӡ月Ӣ　　会場：中産連ビؠ研修室

PROGRAMPROGRAM
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